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母のみが子に授乳するという子育て進化を遂げた哺乳類動物では、
母性行動は子の成長に大きく影響します。一方、マウスやヒトでは
他のメスなどとも共同で子育てをする共同養育という現象がみられ

１．母動物はサポーターとの関係性で養育行動をどのように変化させるのかといった共同養育
の仕組みがわかります。

２．幼少期に共同養育される状況が子の心の発達にどのような影響を及ぼすかがわかります。
３．行動観察および解析技術が身に付きます。

この研究プロジェクトでは、母マウスとともにサポーターとして子育て経験のあるメスマウス
を同居させて共同養育の環境をつくり、母マウスとサポーターの社会的序列や、それぞれが母性
行動をどれくらい示すかの詳細を解析します。また、そのように共同養育された子マウスの成長
後に、心の状態を調べる行動テストを実施します。

募 集 方 法

選抜方法：学業成績と面談により総合的に判断 募集人数：2〜3名程度
行動観察・解析などの研究作業には粘り強く継続する根気強さが求められます。挑戦したい

という意欲とともに、研究室のルールや時間を守ることができ、責任感がある方を募集します。
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ます。しかしこの共同養育の際、他のメスなどとの関係性で母の母性行動はどのように変化する
のか？その共同養育が子の心の発達にどのように影響するのか？などの詳細はわかっていません。
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